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「川根本町議会基本条例」が制定されました

　　第５章　政策の審議
　（監視及び評価）
第�10条　議会は、町長等の事務の執行について、事前及び事後に監視する
責務を有する。
２�　議会は、本会議における審議、議決等を通じて、町民に対して町長等
の事務の執行についての評価を明らかにする責務を有する。
　（町長による政策形成過程等の説明）
第�11条　町長は、議会に重要な政策等（計画、事業等）を提案するときは、
内容をより明らかにするため、次に掲げる形成過程の資料を提出するも
のとする。
　�　ただし、町長は、法令等の定めによるもののほか、資料を提出できな
いと判断する場合には、その理由を明らかにして提出しないことができ
る。
　⑴　政策等の発生源
　⑵　検討した他の政策等の内容
　⑶　他の自治体の類似する政策等との比較検討
　⑷　総合計画等における根拠又は位置づけ
　⑸　関係ある法令及び条例等
　⑹　政策等の実施にかかわる財源措置
　⑺　将来にわたる政策等のコスト計算
２�　議会は、前項の政策等の提案を審議するに当たっては、政策等の適否
を判断する観点から、立案、決定及び執行における論点、争点を明確に
し、執行後における政策評価に資する審議を行う。
　（予算及び決算における政策説明資料の作成）
第�12条　町長は、予算案及び決算を議会に提出し、議会の審議に付すに当
たっては、前条の規定に準じて、分かりやすい施策別又は事業別の政策
説明資料を提出しなければならない。
２�　町長は、決算審査に当たり、執行方針、予算等に基づいて行う行政評
価について、説明資料を付して提出するものとする。
　　第６章　議員間の自由討議と政策提案
　（自由討議による合意形成）
第�13条　議会は、言論の場であることを十分に認識し、本会議、常任委員
会、特別委員会及び全員協議会等における議員相互の自由な討議を中心
に運営されなければならない。
２�　議会は、本会議及び委員会における議案の審議及び審査に当たり結論
を出す場合にあっては、合意形成に向けての議員相互の議論を尽くすよ
う努めるものとする。
３�　議員は、前2項による議員相互の自由討議を拡大するため、政策、条
例及び意見等の議案の提出を積極的に行うよう努めるものとする。
　（委員会の活動）
第�14条　委員会は、議会における政策立案、政策提案及び政策提言を積極
的に行うものとする。
２�　前項の目的達成のため、委員会は、自ら問題点を明らかにし、積極的
に調査を行うものとする。
　（調査機関の設置）
第�15条　議会は、議会活動及び町政の課題に関する審査及び調査のため必
要があると認めるときは、議決により、学識経験者等で構成する調査機
関を設置することができる。

２�　議会は、必要があると認めるときは、前項の調査機関に議員を構成員
として加えることができる。
３　調査機関に関し必要な事項は、議長が別に定める。
　　第７章　議会の体制整備
　（議会改革推進会議）
第�16条　議会は、議会改革に継続的に取り組むため、議員で構成する議会
改革推進会議を設置することができる。
２�　前項の議会改革推進会議に学識経験者等を構成員として加えることが
できる。
　（議会広報の充実）
第�17条　議会は、議会独自の視点から、町政にかかる重要な情報を常に町
民に対して周知するよう努めるものとする。
２�　議会は、多様な広報手段を活用し、多くの町民が町政に関心を持つた
めの広報活動を行うものとする。
　（議会事務局の体制整備）
第�18条　議会は、議会及び議員の政策形成、立案機能を高めるため、議会
事務局の調査及び法務機能の強化に努めるものとする。
　（議会図書室の充実）
第�19条　議会は、議員の調査研究に資するため、議会図書室の充実に努め
るものとする。
　　第８章　議員の身分及び待遇
　（議員定数）
第�20条　議員定数は、川根本町議会定数条例（平成17年川根本町条例第４
号）で定める。
２�　議員定数の改正については、地方自治法（昭和22年法律第67号。以下
「法」という。）第74条第１項の規定による町民の議員定数の条例改正案
の直接請求があった場合及び町長が提出する場合を除き、改正理由の説
明を付して議員が提案するものとする。
　（議員報酬）
第�21条　議員報酬は、川根本町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例（平成17年川根本町条例第45号）で定める。
２�　議員報酬の改正に当たっては、法第74条第１項の規定による町民の議
員報酬の条例改正案の直接請求があった場合及び町長が提出する場合を
除き、改正理由の説明を付して議員が提案するものとする。
　　第９章　最高規範性と見直し手続き
　（最高規範性）
第�22条　この条例は、議会の最高規範であって、この条例に違反する条例、
規則又は規程等を制定してはならない。
２�　議会は、議会に関する憲法、法律その他の法令等の条項を解釈し、運
用する場合においても、この条例に定める理念及び原則に照らして判断
しなければならない。
　（見直し手続き）
第�23条　議会は、常に町民の意見、社会情勢の変化等を勘案し、議会運営
にかかる不断の評価と改善を行うとともに、必要があると認めるときは、
この条例の規定の見直しについて検討しなければならない。
２�　議会は、この条例を改正する際には、いかなる場合でも改正の理由、
背景を町民に対して詳しく説明しなければならない。
　　　附　則
　この条例は、平成２５年６月２７日から施行する。

これまで皆さまに多くのご意見等をいただきながら協議・検討を重ねた結果、６月定例会最終 日に特別委員会から提出された条例案が、全員一致で可決されました。町議会が「もっと身
近に・もっとわかりやすく」なるよう、議員一同努めてまいりますので、応援よろしくお願い いたします。
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開かれた議会を目指して・・・

「川根本町議会基本条例」が制定されました

川根本町議会基本条例
目次
　前文
　第１章　総則（第１条～第４条）　　
　第２章　議会及び議員の活動原則（第５条、第６条）
　第３章　町民と議会の関係（第７条）
　第４章　町長等と議会の関係（第８条～第９条）
　第５章　政策の審議（第10条～第12条）
　第６章　議員間の自由討議と政策提案（第13条～第15条）
　第７章　議会の体制整備（第16条～第19条）
　第８章　議員の身分及び待遇（第20条～第21条）
　第９章　最高規範性と見直し手続き（第22条～第23条）
　附則

　私たち川根本町議会は、日本国憲法で保障されている住民自治を実現
するためにこの条例を制定します。
　町民を主体とする住民自治の中で、議事機関としての議会の役割を
しっかりと果たすことにより、町民、議会及び行政がともに成長してい
くことを目指します。
　今日の議会には、単なる行政の監視にとどまらず、積極的に政策立案
及び政策提案を行うことが求められています。
　これらの職責を議会が果たすためには、町民の方々の議会活動への強
い関心が必要です。町民との不断の情報提供及び意見交換を基礎として、
議会内での徹底した議員間討議を行うことにより、議会としての意思を
決定します。
　そして、決定への経過と決定理由を速やかに町民に報告することを積
み重ねることにより、町民と議会とのゆるぎない信頼関係を構築してい
きます。
　　第１章　総則
　（目的）
第�１条　この条例は、二元代表制の下、合議制の機関である議会の役割を
明らかにするとともに、議会及び議員の活動原則等の議会に関する基本
的事項を定めることにより、地方自治の本旨に基づく町民の負託に的確
に応え、もって住民福祉の向上と公正で民主的な町政の発展及び豊かな
まちづくりの実現に寄与することを目的とする。
　（議会及び議員の使命）
第�２条　議会及び議員は、二元代表制の充実と住民自治の観点から、政策
をめぐる立案、決定、執行及び評価（監視）における論点、争点を明確
にし、真の地方自治の実現を図ることを使命とする。
　（議決責任等）
第�３条　議会は、議決責任を深く認識するとともに、議案等を議決し、自
治体としての意思決定又は政策決定をしたときは、町民に対して説明す
る責務を有する。
２�　議会は、議会運営に関し、町民に対して説明する責務を有する。
　（議員の政治倫理）
第�４条　議員は、町民全体の代表者としてその倫理性を常に自覚し、自己
の地位に基づく影響力を不正に行使することにより、町民の疑惑を招く
ことのないよう行動しなければならない。
　　第２章　議会及び議員の活動原則
　（議会の活動原則）
第�５条　議会は、住民自治を基礎とする町民の代表機関であることを常に
自覚し、活動しなければならない。

２�　議会は、公正性及び透明性を確保するとともに、町民に開かれた議会
を目指し、活動しなければならない。
３�　議会は、町民の多様な意見を把握し、政策形成に適切に反映できるよ
う、町民参加の機会の拡充に努め、把握した町民の意見をもとに政策立
案、政策提案等の強化に努めなければならない。
４�　議会は、町民本位の立場から、適正な町政運営が行われているかを監
視し、評価しなければならない。
５�　議会運営は、町民の傍聴の意欲が高まるよう、わかりやすい視点、方
法等で行わなければならない。
６�　議会は、議会だより、町ホームページ等を利用し、町民に対して会議
の議案、調査資料等の情報提供に努めなければならない。
　（議員の活動原則）
第�６条　議員は、議会が言論の府として合議制の機関であることを十分に
認識し、議員相互の自由な討議の推進を重んじるものとする。
２�　議員は、町政の課題について、町民の意見を的確に把握し、自らの資
質の向上に努め、町民に選ばれた者としてふさわしい活動をしなければ
ならない。
３�　議員は、個別事案の解決だけでなく、町民全体の福祉の向上を目指し、
町政を総合的な見地からとらえた活動をしなければならない。
　　第３章　町民と議会の関係
　（町民と議会との関係）
第�７条　議会は、町民に対し、積極的にその有する情報を発信し、情報の
共有を推進するとともに、説明責任を十分に果たさなければならない。
２�　議会は、本会議、常任委員会のほか、全ての会議を原則公開とする。
ただし、会議を公開できないと判断する場合には、その理由を明らかに
して公開しないことができる。
３�　議会は、公聴会制度及び参考人制度を活用して町民等の意見等を聴き、
議会の政策形成に反映させるように努めなければならない。
４�　議会は、重要な案件に対する各議員の態度を議会広報で公表する等、
議員の活動に対して町民の評価が的確になされるよう情報の提供に努め
なければならない。
５�　議会は、町民に対し、議会で行われた議案等の審議の経過及び結果に
ついて報告するとともに、政策形成に関する意見交換を行うため、町民
との意見交換会を開催しなければならない。
６�　議会は、町民からの要望、質問及び資料請求等にできる限り誠実に応
えなければならない。
　　第４章　町長等と議会の関係
　（町長等と議会との関係）
第�８条　町民の直接選挙で選ばれた議員により構成される議会と町長は、
それぞれの特性を生かし、緊張関係を維持しながら、政策をめぐる論点、
争点を明確にし、競い合い、協力し合うことを常に意識し、良好な町政
を運営しなければならない。
２�　議会の全ての会議における議員と町長及び執行機関の職員（以下「町
長等」という。）との質疑応答は、常に町政上の論点、争点を明確にして
行うものとする。
３�　一般質問に当たっては、目的を十分認識し、常に政策提言等の討議を
展開する等、一問一答の方式で行うものとする。
４�　議長から本会議、常任委員会及び特別委員会等への出席を要請された
町長等は、議員の質問に対して論点、争点を明確にするための反問をす
ることができる。
　（政策立案、政策提案及び政策提言）
第�９条　議会は、町の政策水準の向上を図るため、政策立案機能の強化に
努め、もって条例の提案、議案の修正及び決議等の政策提案を行うとと
もに、町長等に対し、政策提言を行う。

これまで皆さまに多くのご意見等をいただきながら協議・検討を重ねた結果、６月定例会最終 日に特別委員会から提出された条例案が、全員一致で可決されました。町議会が「もっと身
近に・もっとわかりやすく」なるよう、議員一同努めてまいりますので、応援よろしくお願い いたします。

「開かれた議会」への取り組み・・・
　写真上：視察研修報告会（H24.11月）　写真右：基本条例説明会（H25.5月）
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成
25
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

�

全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
総
額

　

９
億
７
千
10
万
６
千
円

（
２
千
150
万
６
千
円
の
増
額
） 　

国
保
税
の
本
算
定
に
よ

る
療
養
給
付
費
の
変
更

や
、
24
年
度
の
給
付
実
績

の
確
定
に
伴
う
補
正
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）《
専
決
》

�

全
員
賛
成
で
可
決

　

24
年
度
の
当
事
業
特
別

会
計
が
歳
入
不
足
と
な
っ

た
た
め
25
年
度
会
計
か
ら

繰
り
上
げ
て
予
算
措
置
を

す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
い
や
し
の

里
診
療
所
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

�
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
総
額

　
　
　

５
千
559
万
１
千
円

（
99
万
１
千
円
の
増
額
）

　

島
田
市
民
病
院
と
の
遠

隔
診
療
支
援
に
使
用
す
る

会
議
シ
ス
テ
ム
導
入
に
か

か
る
経
費
の
追
加
で
す
。

そ

の

他

◎
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

�

全
員
賛
成
で
可
決

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
整
備
機
器
購
入

【
契
約
先
】

㈱
日
立
国
際
電
気

　

静
岡
営
業
所（
静
岡
市
）

【
契
約
金
額
】
７
千
770
万
円

◎
平
成
24
年
度
予
算
繰
越

に
つ
い
て
（
報
告
）

一
般
会
計
翌
年
度
繰
越
額

�

１
億
235
万
円

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
業
務
委
託
料
790
万
円

ヒ
ラ
ト
線
開
設
工
事

１
千
581
万
５
千
円
な
ど
が

主
な
も
の
で
す
。

　

20
日
の
本
会
議
終
了
後
、

議
案
第
31
号
「
川
根
本
町

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
条
例
の
制
定
」

に
つ
い
て
、
第
一
常
任
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
条
例

案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
」
の
中
で
、
国
が

必
要
に
応
じ
緊
急
事
態
宣

言
を
発
令
し
た
場
合
、
市

町
村
長
が
設
置
す
る
「
市

町
村
対
策
本
部
」
の
設
置

に
関
す
る
も
の
で
す
。

　

担
当
課
か
ら
の
説
明
の

後
、
質
疑
応
答
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致

で
本
議
案
は
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
内
容
を
報
告

し
ま
す
。

問　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
」
と
は
何
か
。

答　
病
原
性
の
高
い
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
同
様

の
危
険
性
が
あ
る
新
感
染

症
を
指
し
て
い
る
。

問　
対
策
本
部
の
構
成
を

教
え
て
ほ
し
い
。

答　
対
策
本
部
長
は
町
長
、

副
本
部
長
は
副
町
長
、
本

部
員
は
状
況
に
よ
る
が
基

本
的
に
課
長
。
本
部
員
は

必
要
に
応
じ
て
班
を
編
成

し
、
情
報
収
集
や
現
場
で

の
対
応
に
当
た
る
。

問　
具
体
的
な
本
部
の
役

割
は
何
か
。

答　

情
報
の
収
集
・
提

供
・
共
有
、
ワ
ク
チ
ン
体

制
の
調
整
や
要
援
護
者
へ

の
対
応
等
各
段
階
に
お
け

る
対
策
が
考
え
ら
れ
る
。

問　
医
療
機
関
、
特
養
施

設
と
の
連
携
等
の
計
画
も

作
成
す
る
の
か
。

答　
国
の
行
動
計
画
を
受

け
、
県
も
行
動
計
画
案
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

開
始
し
た
。
国
・
県
と
の

整
合
性
を
持
っ
た
行
動
計

画
を
策
定
し
て
い
く
た
め

関
係
機
関
と
の
連
携
や
調

整
が
必
要
と
考
え
る
。

問　
地
域
的
な
流
行
で
も

対
策
本
部
は
立
ち
上
げ
る

の
か
。

答　

国
の
緊
急
事
態
宣
言

に
基
づ
く
以
外
に
、
町
の
状

況
に
よ
っ
て
は
町
独
自
の
対

応
も
考
え
ら
れ
る
。
災
害

や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

に
関
わ
ら
ず
、危
機
管
理
と

い
う
意
味
で
常
に
対
応
す

る
と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

第

１

常

任

委

員

会

報

告

６
月
定
例
会
報
告
（
会
期
：
６
月
20
日
～
27
日
）

4
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問

答

質
問�

若
者
の
定
住
に
向

け
た
住
み
や
す
い
住
環
境

等
の
整
備
に
つ
い
て
①
若

者
定
住
促
進
住
宅
に
入
居

後
、
町
内
に
住
宅
を
新
築

し
た
り
、
空
き
家
等
を
購

入
し
た
り
し
て
町
内
に
現

在
定
住
し
て
い
る
者
の
状

況
等
に
つ
い
て
②
若
者
等

の
定
住
住
宅
地
や
企
業
誘

致
の
た
め
の
工
場
用
地
を

確
保
す
る
た
め
の
取
組
に

つ
い
て
③
子
育
て
し
や
す

い
環
境
の
整
備
と
子
供
が

安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
で

き
る
場
の
確
保
に
向
け
た

町
の
取
組
に
つ
い
て
④
若

者
の
定
住
を
促
進
す
る
た

め
荒
廃
茶
園
等
を
購
入
し
、

宅
地
造
成
を
行
い
、
受
託

要
地
と
し
て
町
内
に
定
住

を
希
望
す
る
若
者
に
安
価

で
分
譲
す
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長�

①
退
去
者
数
11
世

帯
、
町
内
定
住
者
４
世
帯
、

内
住
宅
新
築
１
世
帯
、
実

家
へ
の
戻
り
１
世
帯
、
民

間
賃
貸
借
受
託
へ
の
入
居

１
世
帯
、
特
定
賃
貸
住
宅

へ
の
入
居
１
世
帯
、
町
外

へ
の
転
出
７
世
帯
）
と

な
っ
て
い
る
。
②
未
利
用

町
有
地
を
宅
地
と
し
て
提

供
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
新
規
に
町
で
整
備

し
、
提
供
す
る
計
画
は
具

体
化
し
て
い
な
い
。

　

平
成
24
年
10
月
に
開
設

し
た
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

の
情
報
収
集
、
情
報
提
供

機
能
を
充
実
さ
せ
、
若
者

等
の
定
住
を
促
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
子
育
て
し
や
す
い
環
境

整
備
と
し
て
、
経
済
的
な

支
援
と
し
て
の
出
生
時
の

出
生
祝
い
金
、
各
種
乳
幼

児
健
診
、
中
学
校
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
な
ど
の

町
独
自
の
施
策
の
ほ
か
、

保
護
者
の
仕
事
上
の
理
由

に
よ
り
学
校
の
放
課
後
等

に
児
童
を
預
か
る
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
や
、
た
く
ま

し
い
子
供
を
育
む
こ
と
を

目
的
と
し
た
放
課
後
子
供

教
室
等
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
子
供
の
遊
び
場
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
町
内

に
３
ヶ
所
の
屋
外
遊
技
と

１
ヶ
所
の
児
童
遊
園
施
設

を
整
備
し
、
設
置
し
て
あ

る
遊
具
等
に
つ
い
て
も
定

期
的
に
安
全
点
検
を
行
う

な
ど
、
子
供
た
ち
が
よ
り

自
由
に
安
心
に
遊
ぶ
こ
と

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
い
る
。
④
茶
園
の

存
続
は
、
町
の
基
幹
産
業

の
根
幹
で
あ
り
、
荒
廃
茶

園
と
い
う
だ
け
で
土
地
利

用
を
変
え
る
と
い
う
の
は

困
難
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
た
だ
、
国
土
保
全
利

用
計
画
の
中
で
は
、
集
落

内
に
介
在
す
る
農
用
地
に

つ
い
て
は
、
保
全
す
べ
き

農
用
地
を
明
確
化
し
、
計

画
的
な
土
地
利
用
を
図
っ

て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
町
全
体
の
農
業

振
興
対
策
等
考
慮
し
、
慎

重
に
進
め
て
い
く
べ
き
課

題
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

質
問�
文
化
財
の
保
存
活

用
に
つ
い
て
①
町
に
と
っ

て
貴
重
だ
と
考
え
、
現
在

調
査
・
研
究
し
て
い
る
文

化
財
に
つ
い
て
②
ヌ
タ
ブ

ラ
遺
跡
等
の
学
術
的
発
掘

調
査
を
行
う
考
え
は
あ
る

か
。
③
徳
山
古
典
芸
能
保

存
会
等
へ
の
支
援
は
。

教
育
長�

①
徳
山
城
址
、

護
土
城
址
、
小
長
谷
城
址

に
つ
い
て
、
町
・
県
指
定

文
化
財
登
録
を
目
指
し
て

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

②
町
文
化
財
保
護
審
議
会

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
保

存
の
重
要
性
を
考
慮
し
て
、

慎
重
に
進
め
て
い
き
た
い
。

③
今
後
も
伝
統
芸
能
保
存

の
た
め
の
助
成
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

○若者定住促進支援、企業誘致、
　子育てしやすい環境の整備と
　　安心・安全な子供の遊び場の確保について
○徳山古典芸能保存会等への支援について

○住宅用地、工場用地の確保のための具体的な計画はない
　　川根本町次世代育成支援後期行動計画に基づき、
� 様々な施策を展開している
○後継者の育成を含めてできる限りの支援を行っていく

中澤　莊也 議員

地域の宝・まちの宝「平谷の流したい」
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問

答

○生活保護基準引き下げの影響は？
○一般会計繰入で国保税など値上げ解消を
○茶凍霜害支援へのプラスアルファーは？
○投票したくても行けない人への支援は？

○40代夫婦子ども世帯の減額が大きい
○国保税は一般会計繰入で負担を平準化したい
○利子補給・肥料代補助・防霜ファン更新補助検討
○地域限定の期日前投票所設置等の検討も必要

質
問�

⑴
８
月
実
施
の
生

活
保
護
基
準
引
き
下
げ
の

影
響
と
当
町
の
保
護
状
況

に
つ
い
て
。
⑵
今
で
も
高

い
国
保
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
一
般
会
計
繰
入
で
値

上
げ
回
避
・
負
担
軽
減
を
。

⑶
介
護
・
医
療
体
制
を
整

備
・
充
実
し
、
住
み
慣
れ

た
家
で
老
後
を
過
ご
せ
る

町
づ
く
り
を
。
厚
労
省
は

都
会
の
特
養
誘
致
で
保
険

料
等
の
負
担
が
増
え
な
い

方
針
を
打
ち
出
し
た
。
積

極
的
な
働
き
か
け
を
。
⑷

４
月
の
凍
霜
害
に
対
す
る

茶
農
家
救
済
対
策
、
耕
作

放
棄
地
対
策
に
つ
い
て
。

４
年
前
の
凍
霜
害
以
来
、

福
島
原
発
放
射
能
風
評
被

害
に
続
く
４
年
連
続
の
減

収
。
農
家
の
打
撃
は
深
刻

で
、
再
生
意
欲
喪
失
の
声

が
各
地
で
聞
か
れ
る
。
町

長
は
こ
れ
ま
で
の
支
援
に

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ー
を
考

え
て
い
る
と
激
励
さ
れ
た

が
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考

え
て
い
る
の
か
。
耕
作
放

棄
地
対
策
・
増
や
さ
な
い

対
策
を
問
う
。
⑸
投
票
所

半
減
で
投
票
へ
行
け
な
い

高
齢
者
や
障
害
者
が
増
え

た
。
３
月
議
会
で
「
移
動

投
票
所
等
も
検
討
す
る
」

答
弁
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

町
長�

⑴
３
年
後
か
ら
70

才
以
上
で
一
人
月
１
千
円

程
減
る
。
40
代
夫
婦
子
ど

も
４
人
世
帯
の
影
響
が
一

番
大
き
く
、
町
村
部
で
月

１
万
５
千
円
減
る
が
当
町

に
は
い
な
い
。
当
町
の
受

給
率
は
0.22
％
で
近
隣
７
市

町
中
６
位
だ
が
、
窓
口
で

申
請
を
却
下
し
た
事
例
は

な
い
。
就
学
援
助
の
所
得

基
準
見
直
し
も
教
育
委
員

会
で
検
討
し
、
そ
の
他
の

福
祉
施
策
へ
の
影
響
も
早

急
に
把
握
に
努
め
た
い
。

⑵
国
保
税
は
24
年
度
で
１

人
当
た
り
約
５
万
８
千
円
。

県
平
均
よ
り
約
３
万
３
千

円
低
く
県
内
で
一
番
低
い
。

今
後
は
負
担
の
平
準
化
を

目
標
と
し
、
急
激
な
医
療

費
高
騰
等
に
は
、
支
払
い

準
備
基
金
（
残
高
１
億
３

千
万
円
）
の
取
り
崩
し
と

一
般
会
計
繰
入
も
検
討
す

る
。
介
護
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
は
一
般
会

計
繰
入
で
負
担
軽
減
を
図

る
制
度
で
は
な
い
。
⑶
現

在
、
特
養
待
機
者
81
人
、

訪
問
介
護
利
用
者
131
人
、

訪
問
看
護
1
人
、
介
護
認

定
者
544
人
の
利
用
率
は
約

64
％
で
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
等

で
、
予
防
に
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
施
設
誘
致
は
慎

重
な
検
討
が
必
要
。
⑷
７

月
２
日
に
農
協
と
災
害
対

策
資
金
利
子
1.5
％
を
農
協

と
町
で
半
々
持
つ
こ
と
や
、

今
年
購
入
の
肥
料
・
農
薬

代
支
援
を
協
議
す
る
。
防

霜
フ
ァ
ン
は
氷
点
下
で
は

効
果
は
出
に
く
い
が
、
回

復
度
合
い
に
差
が
出
て
い

る
。
見
舞
金
と
言
う
よ
り

今
後
続
け
る
人
へ
の
支
援

と
し
て
、
更
新
へ
の
更
な

る
負
担
軽
減
も
検
討
し
た

い
。
耕
作
放
棄
地
対
策
は

茶
業
の
基
盤
に
係
わ
る
重

要
な
部
分
と
し
て
検
討
し

た
い
。
⑸
投
票
率
低
下
の

原
因
が
全
て
投
票
所
統
合

と
は
言
え
な
い
。
現
在
当

町
は
、
県
内
で
最
高
の
投

票
率
で
、
期
日
前
投
票
も

増
え
て
い
る
。
今
後
は
交

通
弱
者
対
策
と
し
て
公
共

交
通
機
関
の
利
用
や
ご
近

所
誘
い
合
っ
て
の
投
票
も

お
願
い
し
て
い
く
。
地
域

限
定
の
期
日
前
投
票
所
設

置
等
の
対
応
も
検
討
が
必

要
。

鈴木 多津枝 議員

被害が深刻な北部の茶園

お困り事は福祉課窓口へ
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問

答

質
問�

町
の
人
口
減
少
対

策
の
ひ
と
つ
、「
活
気
あ

る
・
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長�

基
本
計
画
の
中
、

四
つ
の
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
、「
癒
し

の
森
林
浴
・
清
流
の
里
づ

く
り
」、「
に
ぎ
わ
う
町
・

み
ん
な
の
ふ
る
里
づ
く

り
」、「
未
来
創
生
千
年
の

人
づ
く
り
」、「
世
界
に
も

目
を
向
け
よ
う
川
根
の
元

気
づ
く
り
」
で
事
業
展
開
。

ま
た
、
縁
結
び
事
業
実
施
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
。
若
者
定

住
促
進
住
宅
建
設
及
び
結

婚
・
出
生
祝
い
金
交
付
に

よ
り
、
当
町
の
魅
力
を
推

進
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、

『
静
岡
の
茶
草
場
』農
業
遺

産
認
定
、『
南
ア
ル
プ
ス

の
世
界
自
然
遺
産
』
登
録

を
目
指
し
た
活
動
の
取
組
。

質
問�

雇
用
の
場
及
び
企

業
誘
致
に
つ
い
て
。

町
長�

地
域
に
定
住
で
き

る
基
本
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
基
幹
産
業
に
つ
い
て

も
、
社
会
状
況
の
中
で
苦

闘
し
て
い
ま
す
。い
か
に
所

得
の
確
保
の
場
を
つ
く
っ

て
い
く
の
か
、
最
大
の
課

題
と
思
っ
て
い
ま
す
。
企

業
誘
致
に
つ
い
て
も
、
課

題
は
多
い
が
、
情
報
を
収

集
し
、
あ
き
ら
め
ず
に
施

策
を
推
進
す
る
考
え
で
す
。

質
問�

町
営
住
宅
等
の
退

去
等
の
制
約
に
つ
い
て
。

町
長�

公
営
住
宅
は
制
限

が
あ
る
が
、
町
起
債
で
建

築
し
た
、
若
者
定
住
促
進

住
宅
は
町
の
状
況
が
変
化

す
る
中
、
内
容
を
検
討
し

進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問�
新
規
住
宅
取
得
に

関
連
す
る
補
助
金
等
の
支

援
策
に
つ
い
て
。

町
長�

現
状
で
は
町
の
条

例
に
減
免
と
い
う
規
定
は

な
く
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
利
子
補
助
に

つ
い
て
は
、
可
能
性
は
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問�

定
住
策
、
宅
地
分

譲
等
の
施
策
に
つ
い
て
。

町
長�

町
が
宅
地
分
譲
を

行
う
事
は
、
諸
々
問
題
も

あ
り
即
答
で
き
な
い
が
、

課
題
項
目
で
あ
る
事
は
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

質
問�

魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
ひ
と
つ
、「
カ

ヌ
ー
の
町
」
川
根
本
町
を

売
り
出
す
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
に
つ
い
て
。

町
長�

日
本
代
表
と
し
て

国
際
大
会
に
活
躍
し
て
い

る
、
大
村
選
手
は
当
町
で

開
催
さ
れ
る
大
会
協
力
を

含
め
カ
ヌ
ー
の
普
及
活
動

に
貢
献
頂
い
て
お
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が

育
っ
た
町
、
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
当

町
は
カ
ヌ
ー
を
行
う
場
所

と
し
て
積
極
的
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

質
問�

今
後
カ
ヌ
ー
の
新

た
な
競
技
大
会
を
開
催
す

る
考
え
に
つ
い
て
。

回
答�

県
内
の
競
技
大
会

は
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

全
国
規
模
の
大
会
誘
致
は

計
画
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
は
、
競
技
に
関
る
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
の
活
用
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問�「
ま
ち
づ
く
り
は
人

づ
く
り
」
リ
ー
ダ
ー
育
成

に
つ
い
て
。

町
長�

ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
、
人
づ
く
り
は

重
要
な
要
素
の
一
つ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。「
マ
イ

ス
タ
ー
」
認
定
制
度
に
よ

り
教
育
や
地
域
活
動
な
ど

に
派
遣
す
る
事
業
推
進
。

生
涯
学
習
推
進
事
業
で
は
、

地
域
で
の
人
づ
く
り
に
貢

献
す
る
活
動
に
対
し
支
援
。

そ
の
他
、
千
年
の
学
校
・

子
育
て
支
援
・
小
中
学
生

の
国
内
外
研
修
等
関
連
し

た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

○人口減少に歯止めを
○「活気ある・魅力あるまちづくり」について
○町づくりは、人づくり

○定住策を強力に推進！

○｢カヌーの町｣川根本町を“今” 発信する時！

○「人口減少歯止め策」は重要課題！

中野　暉 議員

カヌーツーリングの様子
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問

答

○町内で集落区分で言う限界集落に
　該当するものを把握しているか
○集落の過疎化についての認識と対策は

○人口比率で６地区が該当するが、
　　直ちに地域活動に支障のある限界集落とは断定できない
○定住促進のため、空き家バンク事業等
　　施策・支援を行い集落活動に支障なきよう検討してゆく

質
問�

全
国
の
農
山
村
地

域
で
過
疎
化
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、当
町
で
も

人
口
の
減
少
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

町
内
各
集
落
の
中
に
は
、

厳
し
い
状
況
の
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る

が
、
現
在
国
の
関
係
省
庁

で
も
使
用
し
て
い
る
集
落

区
分
で
言
う
限
界
集
落
・

準
限
界
集
落
に
該
当
す
る

実
態
の
把
握
状
況
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
、
ま
た
そ

の
結
果
に
つ
い
て
町
長
の

認
識
を
伺
う
。

町
長�

い
わ
ゆ
る
限
界
集

落
・
準
限
界
集
落
等
の
用

語
の
定
義
は
、
高
知
大
学

の
大
野
教
授
が
提
唱
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

本
町
の
実
態
把
握
に
つ

い
て
は
、毎
月
集
計
さ
れ
て

い
る
人
口
統
計
か
ら
65
歳

以
上
の
人
口
比
率
が
50
％

以
上
に
該
当
し
て
い
る
自

治
会
単
位
で
の
地
区
は
、

平
成
25
年
６
月
１
日
現
在

で
６
地
区
存
在
し
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
が
共
同
と
し
て
の
機
能

維
持
が
限
界
に
達
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
か
は
、年
齢

構
成
か
ら
だ
け
で
は
判
断

で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

限
界
集
落
の
発
生
原
因

と
し
て
は
、
働
き
口
の
減

少
等
に
よ
り
生
活
の
本
拠

地
を
居
住
地
以
外
に
移
し

た
こ
と
が
あ
り
、
特
に
若

者
の
減
少
に
よ
り
地
域
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
等
が
あ
り
、
人
口
・
戸

数
が
減
少
し
社
会
的
共
同

生
活
の
維
持
が
困
難
な
状

況
に
お
か
れ
て
い
く
こ
と

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

町
は
そ
の
対
策
と
し
て
、

現
在
定
住
促
進
の
た
め
の

空
き
家
バ
ン
ク
を
始
め
と

す
る
様
々
な
施
策
支
援
等

を
行
っ
て
お
り
、
集
落
単

位
の
活
動
が
継
続
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

質
問�

雇
用
の
場
の
確
保

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

企
業
誘
致
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の

為
に
は
土
地
の
確
保
・
税

制
を
は
じ
め
と
す
る
優
遇

措
置
を
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
土
地
に
つ
い

て
は
造
成
を
行
っ
て
誘
致

交
渉
を
す
る
こ
と
が
有
効

と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長�

企
業
誘
致
に
勝
る

政
策
は
多
く
は
な
い
と
考

え
て
い
る
が
、
現
実
的
に

は
可
能
性
の
あ
る
場
合
は

と
も
か
く
、
現
状
で
は
先

行
し
て
造
成
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
る
。

質
問�

定
住
政
策
と
し
て

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

は
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
地
元
住
民
と
の
摩

擦
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
話

も
聞
く
。当
町
で
は
ど
う
か
。

企
画
課
長�

現
在
地
元
と

の
あ
つ
れ
き
の
話
は
聞
い

て
い
な
い
。

副
町
長�

近
隣
自
治
体
で

問
題
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、

地
域
の
生
活
慣
習
等
を
理

解
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て

慎
重
に
進
め
た
い
。

質
問　

医
療
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
転
居
原
因
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
の
町
の
努
力

は
承
知
し
て
い
る
が
、
最

近
透
析
患
者
が
増
え
て
い

る
と
聞
く
。
２
日
ご
と
に

島
田
・
藤
枝
に
通
院
す
る

患
者
は
大
変
な
負
担
に
な

る
。
町
内
で
処
置
で
き
る

こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

副
町
長�

透
析
に
つ
い
て

は
医
師
と
施
設
が
必
要
で

あ
り
、
今
の
段
階
で
誘
致

に
つ
い
て
具
体
的
な
も
の

を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い

が
、
患
者
を
安
全
か
つ
確

実
に
送
迎
で
き
る
よ
う
、

外
出
支
援
事
業
も
強
化
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

中村　優 議員

高齢化が進む農山村地域
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質
問�

平
成
25
年
現
在
の

茶
生
産
農
家
の
規
模
別
の

戸
数
を
明
示
し
て
ほ
し
い
。

町
長�

産
業
課
で
は
、
平

成
25
年
現
在
の
経
営
規
模

別
の
戸
数
は
把
握
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
の
農
林

業
セ
ン
サ
ス
や
静
岡
県
の

農
林
水
産
統
計
年
報
の
発

表
を
待
ち
た
い
。

質
問�
本
町
内
茶
生
産
農

家
の
生
葉
の
生
産
量
と
荒

茶
生
産
量
は
ど
れ
位
か
。

町
長�

共
同
茶
工
場
の
一

番
茶
生
産
量
は
744
ｔ
で
あ

る
た
め
、
町
内
経
営
面
積

の
48
％
を
占
め
て
い
る
共

同
工
場
組
合
員
を
基
礎
推

計
す
る
と
、
町
内
全
体
で

は
１
千
550
ｔ
と
な
り
ま
す
。

質
問�

茶
農
家
の
総
生
産

金
額
は
ど
れ
位
か
。

産
業
課
長　

凍
霜
害
が

あ
っ
た
平
成
25
年
の
共
同

工
場
の
一
番
茶
の
販
売
金

額
が
５
億
８
千
500
万
余
円

で
す
の
で
、
面
積
比
率

48
％
で
計
算
す
る
と
、

12
億
２
千
万
円
程
度
の
販

売
金
額
に
な
る
と
推
計
さ

れ
ま
す
。

質
問�

こ
れ
ま
で
町
費
を

投
入
し
て
き
た
、
中
国
、

米
国
に
対
す
る
市
場
開
拓

販
売
促
進
事
業
の
成
果
と

し
て
、
ど
の
程
度
の
お
茶

の
注
文
が
あ
っ
た
の
か
。

町
長�

具
体
的
に
受
注
が

あ
っ
た
か
と
い
う
話
に
ま

だ
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

質
問　

日
本
国
内
で
は

現
在
お
茶
は
八
十
八
夜
が

収
穫
の
目
安
と
い
う
中
で
、

本
町
の
茶
の
最
盛
期
は
５

月
中
旬
前
後
と
い
う
遅
場

生
産
地
と
い
う
現
実
の
中

で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
販

売
促
進
が
必
要
か
と
い
う

観
点
に
立
っ
て
役
場
企
画
、

産
業
、
商
工
観
光
の
各
課

の
横
の
連
携
に
つ
い
て
現

在
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。

町
長�

川
根
本
町
で
生
産

さ
れ
て
い
る
お
茶
は
山
間

部
の
山
懐
深
い
所
で
、
厳

し
い
寒
さ
を
通
し
て
そ
の

う
ま
み
が
形
成
さ
れ
て
い

く
と
い
う
遅
場
の
お
茶
と

し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
庁
内
、
企

画
課
、
産
業
課
、
商
工
観

光
課
を
横
断
的
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で
進
め

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

質
問�

７
月
18
日
に
開
催

す
る
公
共
事
業
に
つ
い
て

の
国
、
県
の
説
明
会
に
参

加
で
き
る
町
民
は
、
行
政
、

議
会
以
外
は
区
長
会
の
み

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

参
集
範
囲
を
拡
大
す
る
考

え
は
あ
る
か
。
例
え
ば
町

が
掌
握
す
る
30
以
上
も
あ

る
各
委
員
会
、
商
工
会
、

観
光
協
会
、
消
防
本
部
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
も
参

加
を
求
め
る
と
い
う
こ
と

を
検
討
す
る
余
地
が
あ
る

か
。

町
長�

本
年
度
町
内
で
ど

の
よ
う
な
土
木
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
か
を
町
内
の

方
に
土
木
事
務
所
に
依
頼

し
開
催
す
る
も
の
で
あ
り
、

平
成
20
年
度
以
来
の
開
催

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
通
り

区
長
の
皆
様
、
議
員
の
参

加
を
頂
い
て
い
ま
す
。
説

明
会
開
催
の
趣
旨
は
町
内

で
ど
の
よ
う
な
事
業
が
行

わ
れ
る
か
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
で
あ
り
、
地
元
と

の
調
整
を
図
る
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

説
明
会
の
対
象
者
は
地
元

及
び
町
の
代
表
者
の
方
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
地
区
に
お

い
て
は
事
業
が
数
年
に
わ

た
り
継
続
し
て
い
る
地
区

も
あ
り
、
区
長
に
区
の
役

員
に
も
声
を
か
け
る
よ
う

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

○平成25年度の茶生産農家の実態について
○茶農家全体の総生産額はどれ位か
○中国、米国等の茶拡販事業の効果は
○国、県の土木事業の説明会参加対象は

○25年一番茶の荒茶生産量は約290ｔ
○共同茶工場の数値を基とすると12億円強
○今までに具体的なお茶の受注はゼロ
○行政・議会・区長の参集範囲に限定

問

答

芹澤　廣行 議員

凍霜害にあった茶園
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問

答

質
問�

観
光
に
対
す
る
考

え
方
、
方
針
及
び
当
町
の

行
政
運
営
の
中
で
観
光
が

町
内
に
も
た
ら
す
経
済
的

波
及
効
果
の
考
え
を
伺
う
。

町
長�

本
町
に
お
い
て
、

農
林
業
、
観
光
事
業
は
主

た
る
産
業
と
し
て
本
町
の

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
定
住
人
口
の
確
保
を

求
め
ら
れ
る
中
、
交
流
人

口
の
拡
大
は
、
旅
行
消
費

の
拡
大
に
つ
な
が
り
観
光

産
業
は
地
域
の
活
性
化
や

周
辺
産
業
へ
の
雇
用
の
促

進
な
ど
経
済
的
波
及
効
果

は
大
き
く
、
ま
ち
づ
く
り

の
施
策
と
し
て
重
要
な
物

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問�

交
流
人
口
の
み
を

捉
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
が
、
滞
留
宿
泊
客

を
重
視
す
べ
き
か
と
思
う

が
如
何
か
伺
う
。

町
長�

観
光
の
お
客
様
に

対
し
て
は
滞
留
時
間
が
長

く
な
る
こ
と
が
消
費
額
に

つ
な
が
る
と
の
認
識
で
、

宿
泊
客
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
よ
り
大
切
で
あ
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
宿
泊

基
地
に
至
る
過
程
で
川
根

本
町
全
域
に
立
ち
寄
ら
れ

る
、
ア
ク
セ
ス
な
り
周
辺

施
設
の
充
実
が
必
要
と
な

る
、
そ
の
点
で
「
ま
ち
か

ど
博
物
館
」「
レ
ー
ル

パ
ー
ク
構
想
」「
縁
側
喫

茶
」
な
ど
地
域
の
特
性
を

生
か
し
活
用
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

質
問�

観
光
振
興
計
画
策

定
の
経
緯
と
内
容
を
伺
う
。

町
長�

こ
れ
ま
で
観
光
施

策
と
し
て
、
そ
の
状
況
に

お
い
て
対
応
し
て
き
ま
し

た
が
、
町
民
の
長
期
的
な

展
望
の
理
解
の
上
、
協
働

で
計
画
的
・
戦
略
的
に
総

合
計
画
と
も
整
合
性
を
持

ち
な
が
ら
観
光
部
門
に
特

化
し
た
具
体
例
を
提
示
し

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

質
問�

策
定
の
過
程
に
お

い
て
外
部
委
託
で
あ
る
と

か
、
地
域
の
意
見
の
集
約

が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
が
如
何
か
伺
う
。

商
工
観
光
課
長�

地
域
の
方
と

３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

事
業
所
、
関
係
団
体
と
の

聞
き
取
り
の
う
え
、
観
光

委
員
会
に
も
諮
り
な
が
ら

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

質
問�

様
ざ
ま
な
過
程
を

経
て
策
定
さ
れ
た
と
す
る

が
、
実
施
計
画
と
誤
解
さ

れ
て
い
る
点
な
ど
は
ど
の

よ
う
に
感
じ
る
か
伺
う
。

商
工
観
光
課
長�

当
町
の
10
年

の
観
光
方
針
を
示
し
た
の

が
こ
の
計
画
で
す
が
、
即

で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、

長
い
時
間
か
け
て
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も

あ
り
、
一
つ
ず
つ
精
査
し

て
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問�

例
示
案
は
載
せ
て

あ
る
が
具
体
的
計
画
、
実

行
計
画
で
は
な
い
、
こ
れ

か
ら
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
伺
う
。

商
工
観
光
課
長�

例
示
案
に
は

行
政
で
で
き

る
物
、
町
民

と
協
働
し
て

や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

物
が
あ
り
、

関
係
者
、
観

光
事
業
者
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問�

準
公
共
施
設
等
の

耐
震
化
の
助
成
に
つ
い
て
、

又
想
定
さ
れ
る
建
物
は
ど

の
よ
う
な
建
物
か
伺
う
。

総
務
課
長�

国
の
交
付
要

綱
で
は
、
公
共
施
設
、
福

祉
施
設
、
民
間
救
護
病
院

と
限
定
し
て
お
り
ま
す
。

質
問�

商
工
会
館
で
あ
る

と
か
多
く
の
一
般
の
人
が

集
ま
る
性
格
の
施
設
も
助

成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

副
町
長�

基
本
的
に
現
状

で
は
、
公
共
的
、
準
公
共

的
で
は
な
い
と
言
う
認
識

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

ト
イ
レ
の
改
修
の
時
に
お

い
て
も
公
共
性
か
否
か
の

観
点
で
協
議
し
た
経
緯
等

を
参
考
に
協
議
し
て
い
け

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○観光振興に対する当町の方向性
　　　　　　観光振興計画の策定は
○準公共的施設の耐震化の実情について
　　　　　　耐震化の助成はあるか

○観光交流人口増は地域の活力に大きく寄与
　　計画は、当町10年後の方針
○公共性を持っているか、国・県の耐震化助成事業の制度に
　　合うか検討が必要

久野　孝史 議員

「川根本町観光振興計画」
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問

答

質
問�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

お
買
い
物
券
発
行
事
業
の

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長�

今
年
度
第
１
回
目

発
行
（
４
月
30
日
）
の
午

前
中
に
完
売
し
て
し
ま
っ

た
背
景
に
は
、
経
済
情
勢

が
不
安
定
で
あ
り
、
ま
た
、

お
茶
の
凍
霜
害
等
に
よ
る

一
番
茶
へ
の
大
き
な
打
撃

も
あ
っ
た
中
、
こ
れ
を
機

に
消
費
者
に
と
っ
て
お
得

感
の
あ
る
こ
の
お
買
い
物

券
の
購
入
に
大
勢
の

方
が
期
待
し
た
結
果

だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

商
工
観
光
課
長�

今
後
新

た
な
制
度
な
ど
を
つ

く
り
、
購
買
意
欲
を

高
め
、
持
続
し
た
経

済
活
性
化
を
促
す
仕
組
み

を
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問�

川
根
高
校
の
存
続

に
向
け
た
課
題
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
川
根
高
校
が

「
広
域
的
に
貢
献
の
で
き

る
高
校
」
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
必
要
も
出
て
き
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

教
育
長�

早
急
に
生
徒
増

の
対
策
を
講
ず
る
必
要
を

強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

生
徒
数
確
保
の
た
め
の
方

策
と
し
て
、
ま
ず
①
連
携

３
中
学
校
か
ら
の
進
学
率

を
高
め
る
。
②
連
携
中
学

校
以
外
か
ら
の
志
の
あ
る

生
徒
の
受
け
入
れ
を
進
め

る
。
こ
の
２
つ
の
こ
と
に

取
り
組
む
こ
と
と
理
解
し

て
お
り
ま
す
。

質
問�

空
き
家
バ
ン
ク
事

業
の
現
状
、
そ
の
展
望
、

課
題
等
を
伺
い
ま
す
。

町
長�

現
在
、
町
内
の
空

き
家
状
況
に
つ
い
て
は
約

200
件
程
度
存
在
し
て
い
る

の
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
年
々
増
加
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

平
成
24
年
10
月
よ
り
空
き

家
バ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
、
平
成
24
年

度
に
５
軒
登
録
さ
れ
、
そ

の
う
ち
２
軒
の
物
件
が
売

買
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で

は
３
軒
の
登
録
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
に
伴

い
「
空
き
家
改
修
事
業
費

補
助
金
交
付
事
業
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
平
成
24
年
度
は
申
請
が

な
か
っ
た
の
が
現
状
で
す
。

　

町
内
の
空
き
家
数
が
ど

の
ぐ
ら
い
あ
る
か
、
状
態

は
ど
う
な
の
か
、
現
所
有

者
は
ど
な
た
な
の
か
、
必

要
最
低
限
の
情
報
の
把
握

が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

質
問�

移
住
定
住
促
進
事

業
費
補
助
金
と
い
う
の
も

ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く

て
、
所
有
者
と
移
住
希
望

者
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

も
活
用
し
て
ほ
し
い
が
、

い
か
が
で
す
か
。

企
画
課
長�

こ
の
事
業
を

進
め
て
い
く
上
で
は
考
え

な
く
て
は
い
け
な
い
重
要

な
問
題
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
御
提

案
を
い
た
だ
い
て
い
く
中

で
、
他
地
域
の
取
り
組
み

も
取
り
入
れ
て
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問�

早
期
の
出
荷
に
縛

ら
れ
な
い
よ
う
な
川
根
茶

の
市
場
を
つ
く
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

町
長�

実
際
に
茶
を
取
り

扱
う
人
々
の
体
制
が
整
っ

て
き
た
段
階
で
、
海
外
に

向
け
た
川
根
茶
の
Ｐ
Ｒ
を

実
施
し
て
い
く
等
の
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問�　

製
造
面
の
課
題

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

産
業
課
長�

残
留
農
薬
の

基
準
値
が
海
外
に
輸
出
す

る
場
合
は
非
常
に
厳
し
く
、

肥
培
管
理
、
農
薬
管
理
も

考
慮
し
た
上
で
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

○プレミアム付きお買い物券の現状と今後
○川根高校の存続に向けた取り組み
○空き家バンク事業の現状と課題
○川根茶の市場開発調査推進事業の件

○生活支援と経済活性化策として発行
○生徒増の対策を講ずる必要
○基礎的情報の把握が必要だと認識
○体制が整ってきた段階で、海外市場へ

長塚　誠 議員

県立川根高等学校
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編
集
後
記

編
集
委
員

�

（
第
二
常
任
委
員
会
）

委
員
長　

中
野　
　

暉

副
委
員
長　

髙
畑　

雅
一

委　

員　

中
田　

隆
幸

〃　
　

中
村　
　

優

〃　
　

芹
澤　

廣
行

〃　
　

中
澤　

莊
也

　

連
日
の
猛
暑
、
年
の
せ

い
か
少
々
バ
テ
気
味
で
あ

る
。
そ
ん
な
中
、
友
人
と

平
谷
の
流
し
た
い
を
見
に

行
く
。
こ
の
伝
統
行
事
は
、

文
政
11
年
（
１
８
２
８

年
）
７
月
に
発
生
し
た
、

大
洪
水
の
犠
牲
者
を
弔
う

た
め
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ

る
。
そ
れ
か
ら
185
年
も
の

間
、
紆
余
曲
折
を
繰
り
返

し
な
が
ら
地
域
の
人
々
は

こ
の
伝
統
行
事
を
守
り
続

け
て
い
る
。
親
か
ら
子
へ
、

◆９月定例会の日程◆

○会場は全て川根本町役場本庁・３階です。
○本会議はどなたでも傍聴することができます。
○日程は変更することもありますので、詳しく
は議会事務局（☎56-2229）までお問い合
わせください。

8/26日 月 議会運営委員会
29日 木 全員協議会

9/３日 火 ９月定例会・本会議（9:00～議場）
５日 木 決算特別委員会（9:00～大会議室）
６日 金 　　　〃　　　 （　　　〃　　　）
９日 月 　　　〃　　　 （　　　〃　　　）
10日 火 　　　〃　　　 （　　　〃　　　）
11日 水 　　　〃　　　 （　　　〃　　　）
12日 木 　　　〃　　　 （町内現地調査、採決）
19日 木 ９月定例会・本会議（9:00～議場）

子
か
ら
孫
へ
、
絶
え
る
こ

と
の
な
い
大
井
川
の
流
れ

の
よ
う
に
。

　

地
域
の
人
々
の
願
い
や

思
い
を
込
め
た
大
小
の
流

し
た
い
が
、
今
年
も
川
面

を
流
れ
て
い
く
。�（
Ｓ・Ｎ
）

議 会 日 誌
４月
4･5･8日　町内小中学校入学式・川根高校入学式
17日　第２常任委員会（町内茶園視察）
19日　町内企業視察（ケーブルテクニカ㈱）
20日　第８回献茶式

ケーブルテクニカ㈱を視察（4/19 写真は田代工場）

６月
５日　県地方議会議長連絡協議会総会・第１回政策研修会
７日　第12回議会基本条例検討特別委員会
20日～27日　平成25年第２回定例会（６月定例会）
22日　B＆G海洋センタープールリニューアルオープン記念式典 式典後に開催された水泳教室（6/22）

５月
20日　第11回議会基本条例検討特別委員会

23日　県町村議会議長会総会

28日～29日　第38回全国町村議会議長・副議長研修会

30日～31日　議会基本条例説明会議会基本条例説明会（5/30山村開発センター）
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